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    第第第第１１１１章章章章     ははははじじじじめめめめにににに
本書は、Desktop On-CallTM Version 3.0 「PCリモコン TM」〔以降「PCリモコン」〕

を使用するためのマニュアルです。「PC リモコン」を使って、コンピュータをリモ

ート・コントロール（遠隔操作）するための手順や操作方法について説明します。

本 書の構成

本書は、次のように構成されています。

第１章、「はじめに」 では、「PC リモコン」の紹介、新機能の説明と稼働環境に

ついて説明しています。

第２章、「インストール」 では、「PC リモコン」を、各プラットフォームにイン

ストールする方法と、英語版をインストールする方法、リモート・ブラウジング専

用版をインストールする方法を説明しています。

第４章、「接続」 では、「PC リモコン」のネットワーク接続の方法を説明してい

ます。

第３章、「機能」では、「PCリモコン」の機能を説明しています。「接続」 では、

「PCリモコン」のネットワーク環境と接続の方法を説明しています。

第５章、「設定」 では、メインパネル、プロパティ・パネルを解説しています。

第６章、「注意事項」 では、「PC リモコン」を使用する上で、注意すべき技術情

報や、トラブルの対処の仕方を説明しています。

本 書の読者

本書は、読者が次の操作を行えることを想定して記述しています。

n Windows 95/98などの オ ペレーティング・シ ス テムの 基本操作に つ い て は 、すでに 理

解して い る こと。

n Netscape® Navigatorなどの Webブラウ ザ の 基本 操作に つ い て は 、既に 理解して い る

こと。

n インタ ーネット、あ る い は TCP/IPの 基本 に つ い て は 、既に 理解して い る こと。
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「 PCリモコン」とは、

「 PCリモコン」は、 Java を使ったリモート・コントロールソフトです。

Desktop On-CallTM Version 3.0「PCリモコン」は、Desktop On-Call Version 2.5のフ

ォローオン製品です。「PCリモコン TM」は、Desktop On-Call Version 3.0の呼称です。

以後「PCリモコン」と表記します。

「PCリモコン」は、ネットワークを経由して離れた場所にあるコンピュータを操

作する「遠隔操作(リモート・コントロール)」を実現するソフトウェアです。「PCリ

モコン」と従来の製品には、ひとつの大きな違いがあります。 従来の製品は、手元

のコンピュータと遠隔地にある操作される側のコンピュータ(ホスト PC)の両方にリ

モート・コントロール ソフトウェアをインストールする必要がありました。これに

対し、「PCリモコン」は、操作される側のコンピュータ(ホスト PC)にインストール

しておくだけで、Web ブラウザさえあればリモート・コントロールが可能となりま

す。

例えば、「自分のオフィスのコンピュータを家から使いたいな」という場合、自分

のオフィスのコンピュータに「PCリモコン」をインストールしてください。そうす

れば、ホームページにアクセスするような感覚で自分のオフィスのコンピュータに

アクセスできます。ブラウザの中にコンピュータの画面が現れ操作できるのです。

それを可能にしているのは、Java™です。そして、Javaはプラットフォームを選び

ません。すなわち、手元のコンピュータは Windows®にかぎらす、Mac®でも、Unix

でも、Javaアプレットが動作するブラウザがあれば OKです。

次の３つのステップでブラウザからリモート・コントロールできます。

① ブラウザに URLあるいは IPアドレスを入力する

② Java アプレットがブラウザにダウンロードされ、ユーザーID、パスワードを

入力する。

③ そして、ブラウザにデスクトップのイメージが現れ、リモート・コントロー

ルが可能になります。
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こんなふうに使ってください。
[インインインイントトトトララララネネネネットットットット経経経経由由由由でででで自分自分自分自分のののの PCににににアアアアククククセセセセスススス]
社内で会議やプレゼンテーションの最中に「あっ、あの書類忘れた!」。そんなと

きでも、会議室の近くにネットワーク接続された PC があれば、ちょっとブラウザ

を拝借して自分のデスクの PC にアクセスして、必要なデータを参照することがで

きます。

[Web ブブブブララララウウウウザザザザから画から画から画から画面面面面をををを見て見て見て見てアアアアドドドドババババイスイスイスイス]
PC の操作や設定がわからない、あるいはトラブルが起きた、そんなとき「PC リ

モコン」を入れておけば、システム管理者やパソコンの達人に操作を教えてもらっ

たり、メインテナンスを代行してもらうことができます。サーバー管理者にとって

もオフィス移動することなく作業できるので、効率化、省力化が図れます。

[SOHO 環境環境環境環境でででで異な異な異な異なるるるる OS間間間間ででででももももリモリモリモリモーーーートトトト・・・・ココココンンンントトトトロロロローーーールルルル]
SOHO( Small Office , Home Office )環境では、いろいろなオペレーティング・シス

テムを使っている場合がよくあります。そんな場合でも、Mac OS、Windows®あるい

は OS/2 Warp®マシンを、いかなるプラットフォームのマシン（例えば、Windows、

OS/2、MacOSや、Unixマシン）からでも操作できます。
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Desktop On-Call Version 3.0 「 PCリモコン」新機能

n Mac®サ ポート

Macintosh®をホストPCとしてリモート・コントロールできます。

n セ キ ュリティ機能強化

· SSL(Secure Socket Layer)を用い 全通信データ を暗号化

リモート・コントロール・ソフトでは、一端接続が確立すると、ホストPC

に対して全ての操作が行えるので、セキュリティに対しては注意が必要です。

「PCリモコン」は、SＳLを用いてデータ通信を行うことができます。業界標

準のRSA Data Security®社の暗号化ロジックを採用していま

す。通信の内容を暗号化し通信の機密性を保ちます。

· ユーザーIDごとにアクセスレベルを設定

ホストPCに複数のユーザーIDを登録した場合、あるユーザーIDは管理者と

して「PCリモコン」のプロパティーまで変更できる権限を与えたり、また別

のユーザーIDには、画面を見るだけで操作は制限する、といった細かなセキ

ュリティ・レベルを設定できます。

· 指示ポインター
あるユーザーIDに画面を見るだけという制限を与えた場合

やリモートブラウジング専用版の場合、手の形の指示ポインタ
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ーがマウスポインターとは別に表示され画面の位置をホストPCに対して指

し示すことができます。

· ユーザーIDのパスワードの期限を設定

ユーザーIDごとのパスワードの有効期限を設定できます。

· セッションのタイムリミットを設定
ユーザーIDごとにセッションのタイムリミットを設定できます。

n 使い や すさの 向上

· 複数ウィンドウ
リモートコントロール画面とファイル転送画面を別ウィンドウに表示しフ

ァイル転送中でもリモートコントロールが可能になりました。（拡張コネク

トモード接続時のみ）

· 拡張コネクト・モ－ドと基本コネクト・モード
「PCリモコン」は、複数ウィンドウなどをサポートするために拡張コネク

ト・モードを使用します。拡張コネクト・モードはゲストPC側のブラウザに、

「Javaスクリプト」や「LiveConnect」のサポートがあることを条件としてい

ます。しかし、その条件を満たさないブラウザの場合は、基本コネクト・モ
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ードでの接続を試みます。基本コネクト・モードは、リモート・コントロー

ルのみが可能です。（ウィンドウサイズの変更、ファイル転送はできません。）

· ファイル転送（送受信が可能）
サインド・Javaアプレット化することにより、ファイル転送送受信が可能

となりました。（拡張コネクトモード接続時のみ）

· エミュレーション・ボタンを別枠に表示
「PCリモコン」は、AltキーやCtrlキーなどゲストPC側で機能してしまうキ

ー、漢字キーなどJavaでサポートされていないキーをエミュレーション・ボ

タンとしてサポートしています。ホストPC画面をスクロールしても、これら

のボタンを押しやすいように、別枠に移しました。（拡張コネクトモード接

続時のみ）

· オートアップデート機能
オートアップデート機能を選択するだけ

で、ホストPCの「PCリモコン」が最新かど

うかを判定し、アップデートモジュールが提

供されている場合には、それを適用すること

により「PCリモコン」を最新に保つことが

出来ます。

· 接続ウィザ ード (Windowsの み )

「PCリモコン」は、ブラウザを使ってリモート・

コントロールするという特長からOSが提供するネッ

トワーク環境を利用する仕様になっています。このた

め、OSにネットワーク環境をセットアップする必要

があります。接続ウィザードは、ネットワーク環境が

セットアップされているかを確認し、なかった場合に

は、セットアップ方法をガイドします。
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· オート・ラウンチ・マップ機能
Desktop On-Call Version 2.5で提供されたラウンチ・マップ機能を強化し

ています。ラウンチ・マップ機能は、複数のホストPCに簡単にアクセスする

ために設けられました。Desktop On-Call Version 3.0 「PCリモコン」では、

新たにオート・ラウンチ・マップ機能が加わりました。

ラウンチ・マップにホストPCを登録するには、IPアドレスを一つ一つ入力

することが必要でしたが、オート・ラウンチ・マップは、サブネット内にブ

ロードキャストして自動的に、「PCリモコン」がインストールされているP

Cをラウンチ・マップとしてリストアップします。ブロードキャストするサ

ブネットは、現サブネット以外にも指定することが出来ます。オート・ラウ

ンチ・マップを使って指定したサブネット内の「PCリモコン」マシンに簡単

にアクセスすることができます。
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稼動環境

ホスト PC (コントロールされる側 )

Desktop On-Call Version 3「 PCリモコン」  日本 語版

オペレーティング・システム キーボード

IBM製パーソナルコン
ピューターおよびそ

の互換機（ NEC PC98-
NXを含む）

Windows 95/98 日本 語版
Windows NT 4.0 Workstation 日本語版 (Intel版)
Windows NT 4.0 Server 日本 語版 (Intel版)

106キーボード
101キーボード

OS/2 Warp Connect 3 日本 語版(+WX03006)
OS/2 Warp Server 4 日本 語版(+Fixpak FX00505, Single PTF
JR12308)
OS/2 Warp 4 日本 語版 (+Fixpak FX00505, Single PTF
JR12308)
OS/2 Warp for e-business 日本 語版

106キーボード

NEC PC9821 Windows 95/98 日本 語版
Windows NT 4.0 Workstation 日本語版  (Intel版)
Windows NT 4.0 Server 日本 語版  (Intel版)

98キーボード

Apple Macintosh
iMac
Power Macintosh G3
Power Book G3

MacOS 8 以上のバージョン Macキーボード

ＨＤＤ  ： 16MB 以上の 空き容量が 必要。  （Windows版は 別途 Bootドライブに 13MB）

メモリー       ： 16MB 以上 (32MB以上を推奨)

CD-ROMドライブ

注：109 キ ーボードは 106 キ ーボードとして機能します。

注：リモート･ブラウ ジ ング 専用版も 上記と同じ稼働環境です。

i Windows 95 でモデム経由で使用す る 場合は 、別途「 MS Plus」ある い は 「ダ イ ヤルアップ

ネットワーク 1.3」等の ダ イ ヤルアップ  サ ーバー機能を用意す る 必要が あ ります。

i MacOSでモデム経由で使用す る 場合は 、別途「 Apple Remote Access Personal Server」

等の ダ イ ヤルアップ サ ーバー機能を用意す る 必要が あ ります。

TCP/IP ネットワーク に 接続して い る ことが 条件となります。

注：電話回線を利用しモデムに よる ダ イ ヤルアップ接続す る 場合は 、モデム－電話回線－

モデム 上に TCP/IP ネットワークを確立す る ことが 必要となります。
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Desktop On-Call Version 3英語版

オペレーティング・システム キーボード

IBM 製パーソナルコンピュ
ーターおよびその互換機

Windows 95/98 英語版
Windows NT 4.0 Workstation 英語版  (Intel版)
英語版 Windows NT 4.0 Server 英語版 (Intel版)

101キーボード

OS/2 Warp Connect 3 英語版　 (+XR_W030)
OS/2 Warp Server 4 英語版(+ Fixpak 6)
OS/2 Warp 4 英語版
OS/2 Warp for e-business 英語版

101キーボード

ＨＤＤ  ： 16MB 以上の 空き容量が 必要。  （Windows版は 別途 Bootドライブに 13MB）

メモリー       ： 16MB 以上 (32MB以上を推奨)

CD-ROMドライブ

注：104 キ ーボードは 101 キ ーボードとして機能します。

i Windows 95 でモデム経由で使用す る 場合は 、別途「 MS Plus」ある い は 「ダ イ ヤルアップ

ネットワーク 1.3」等の ダ イ ヤルアップ  サ ーバー機能を用意す る 必要が あ ります。

ゲスト PC(コントロールする側 )

下記の仕様を満たす Javaアップレットが動作するWebブラウザ

· JDK 1.0以上（SSLサポートはJDK1.1以上）

· Javaスクリプト 1.2 以上

· LiveConnect

注：上記の 機能 がな い Webブラウ ザ の 場合、基本コ ネクト・モードで接続します。）

なお、稼働を確認済みのWebブラウザは以下の通りです。

Internet Explorer 4.0 以上

Netscape Communicator 4.0 以上

i Desktop On-Call が 必要としてい る 機能  (Java Script, LiveConnect 等) を持たな いブラウ

ザ ーか ら、接続を試みた 場合、基本コ ネクト・モードで接続され ます。基本コ ネクト・モードで

接続され る ブラウ ザ ーは 以下の 通りです。 (ｴｴｴｴﾗﾗﾗﾗーーーー ! ﾌﾌﾌﾌ゙゙゙゙ｯｯｯｯｸｸｸｸﾏﾏﾏﾏーーーー ｸｸｸｸがががが 定定定定義義義義さささされれれれ てててて いいいいまままませせせせ んんんん。。。。 ページ 参

照)

    - Mac版 IE4, IE4.5

    - OS/2 版 Netscape 4.04

    - Netscape 4.6 (全プラットホーム )
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    第第第第２２２２章章章章     イイイインンンンスススストトトトーーーールルルル
Desktop On-Call Version 3 「PCリモコン」 は、パーソナルコンピュータをリモー

ト・コントロールするソフトウェアです。使用される構成として、ホスト PC(コン

トロールされる側)とゲスト PC(コントロールする側）があります。 「PCリモコン」

はホスト PC(コントロールされる側)にインストールしてください。

「PCリモコン」はホスト PCの OSとして、Windows 95/98, Windows NT, OS/2と

MacOSをサポートしています。

· Windowsにインストールする場合は、15ページに進んでください。

· MacOSにインストールする場合は、22ページに進んでください。

· OS/2にインストールする場合は、24ページに進んでください。

· 英語版Windowsにインストールする場合は、29ページに進んでください。

· 英語版 OS/2にインストールする場合は、36ページに進んでください。

· リモートブラウジング専用版をインストールする場合は、41ページに進んで

ください。

リモートコントロ
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Desktop On-Call Version 3 for Windows「 PC リモコン」日本語版

注：Windows NT へ イ ンストールす る 場合

に は 、 アアアアドドドドミミミミニニニニスススス トトトトレレレレーーーータタタタ 権権権権限限限限のののの ああああ るるるる ユユユユーーーーザザザザ

ーーーーでログ オ ンしてインストールしてください

1. 「PCリモコン」のCD-ROMを、CD-ROMドライブに挿入します。「PCリモ

コン」のインストール用のパネルが表示されます。

注：CD-ROMドライバーの 設定で自動挿 入（CD-ROM の 挿 入をWindows に 通知す る オ プ

ション）が 選択され て いな いと「 PCリモコン」の インストール用の パネルが 表示され ませ ん。

この オ プションを選択す る に は 、「コントロール  パネル」の 「シ ス テム」を開き、「ﾃ゙ﾊ゙ｲｽﾏﾈー

ｼ゙ｬ」タブを選択し、 CD-ROM の 下位、 CD-ROMドライバの プロパティを開き、「設定」タブを

選 択し、オ プション中の 「自動挿入」あ る い は 「挿入の 自動通知」を選択してください。（ CD-

ROMドライバーに よって 異なる ことが あ ります。）再起動が 必要です。

2. 「インストールの開始」を選択してください。Install Shieldウィザードが動

きます。

注：CD-ROMドライバーの 設定で自動挿 入（CD-ROM の 挿 入をWindows に 通知す る オ プ

ション）が 選択され て いな い 場合は 、 -「ファイ ル名を指定して 実行」を選択し、

x:¥auto¥auto3.exe（x:は 、実際にメディアを挿入したドライブを指しています。）と入力し OK

を選択してメニューパネルか ら「インストールの 開始」を選択してください。

注：Install Shieldウィザ ードが 100％になった直後、インストールが 突然終 了してしまった場

合は 、コントロール・パネルの 「地域」を日本 語にして 再度、インス トールしてみてください。
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ロゴ パネルが 表示され 「ようこそ」の パネルが 表示され ます。

3. 「次へ」を選択してください。

「製品ライ セ ンス 契約」ダ イアログ が 表示され ます。

4. ソフトウェアライセンス同意書に同意する場合は「はい」を選択します。

同意しない場合は「いいえ」を選択します。「はい」を選択した場合は、セ

ットアップが続行されます。 「いいえ」を選択した場合は、セットアップ

は中止されます。
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「インストール先の 選 択」パネルが 表示され ます。

5. 表示されているディレクトリーでよければ「次へ」を選択してください。

別のディレクトリーにインストールする場合は「参照」を選択しフォルダ

を指定してください。

「セ キ ュリティ」パネルが 表示され ます 。

6. ここで接続時にユーザーIDとパスワードを要求するかどうかを設定できま

す。ユーザーIDとパスワードを要求する場合は、「はい」を選択して「次へ」

を選択してください。要求しない場合は、「いいえ」を選択し「次へ」を選
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択して8番に進んでください。 （インストール完了後も、追加設定、削除

等行うことができます。）

「セ キ ュリティ」パネルで「は い」を選択した場合は 、ユーザ ー ID、パス ワードを入力す る パネ

ルが 表示され ます。

7. ユーザーIDとパスワードを入力して「次へ」を選択してください。

「他の HTTP デーモン」パネルが 表示され ます。

8. 他のHTTPデーモンを使用していない場合は、「いいえ」を選んで「次へ」

を選択し10番へ進んでください。
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「は い」を選択した場合は 、 「HTTPポート番号」 パネルが 表示され ます。

注：例えば 、 ホストＰＣを WWW サ ーバー（Web サ ーバー等の イ ンタ ーネットホームページ

サ ーバー）として運営して い る 場合は 、 HTTPデーモンの ポート番号が 重複しないよう調整

す る 必要が あ ります。   通常の WWW サ ーバーの ポート番号は 、80 に なっています。これ

と重複しないよう、 5000～65535 の ポート番号を指定してください 。

9. 「次へ」を選択してください。

「プログ ラムの 自動実行」パネルが 表示され ます。

10. システム起動時に、「PCリモコン」 サーバーを自動始動させる場合は、
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「はい」にマークし「次へ」を選択してください。

「プログ ラムフォ ルダ の 選 択」パネルが 表示され ます。

11. プログラムを格納するフォルダー名を指定します。よければ、「次へ」を選

択してください。

「ファイ ルコピーの 開始 」パネルが 表示され ます。

12. 現在の設定を確認してください。よければ、「次へ」を選択してください。

プログラムのコピーが始まります。

以下の 「インストールの 終 了」パネルが 表示され ます。
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13. 「終了」を選択してください。インストール終了後、システムの再起動が

必要です。

これでインストールは完了しました。
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Desktop On-Call Version 3 for Macintosh「 PC リモコン」 日本語版

1. 「PCリモコン」のCD-ROMを、CD-

ROMドライブに挿入します。

2. CDのフォルダーを開いてください。

3. Desktop On-Callセットアップを実行

してください。

4. 「実行」を選択してください。

5. 同梱の「プログラムのご使用条件」および「ライセンス情報」をお読みく

ださい。その上で、同意してくださる場合は、「はい」を選択してください。

「いいえ」を選択した場合は、インストールは終了します。

6. インストール先フォルダーを選択してください。
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7. ファイルのコピー終了後、システムを再起動してください。

これ でインストールは 完了しました。ユーザ ー ID とパス ワードの 設定を以下の 要領で行って

ください。

1. インストールしたフォルダーを開いてください。

2. 「Desktop On-Call」を開いてください。

3. 「プロパティ」を選択してください。

4. ユーザー設定タブをクリックしてください。

5. 「セキュリティをチェックする」を選択してください。

6. 「ユーザーIDの追加」を選択してください。

7. ユーザーID、およびパスワードを入力し、「OK」を選択してください。

8. 「OK」を選択してください。

9. 「Desktop On-Call」パネルで「接続許可」を「OK」を選択してください。

IPアドレス を、「コントロールパネル」 -「 TCP/IP」を選択して設定してください。

これ で、接続待ち状態になります。
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Desktop On-Call Version 3 for OS/2「 PC リモコン」日本語版

1. 「PCリモコン」のCD-ROMを、

CD-ROMドライブに挿入します。

2. OS/2コマンド・プロンプトを開い

てください。

3. x:¥INSTALL.EXEと入力しOKを選択してください。（x:は、実際にメディア

を挿入したドライブを指定します。）

「PCリモコン」の 導入と「ライセ ンス 情報」ダ イアログ が 表示され ます。  

4. ソフトウェアライセンス同意書に同意する場合は「継続」を選択します。

同意しない場合は「取消」を選択します。

「継続」を選択した場合は 、セットアップが 続行され 、「導入－確認」パネルが 表示され ます。

「取消」を選択した場合は 、セットアップは 中止され ます。

5. 「了解(O)」を選択してください。

「導入－ディレクトリー」パネルが 表示され ます。

6. 「PCリモコン」を選択し、表示されているディレクトリーでよろしければ

「導入(I)…」を選択してください。別のディレクトリーにインストールし

たい場合は、導入先ディレクトリーを入力してください。

ファイ ルの コピーが 開始され ます 。

「PCリモコンの 設定」の パネルが 表示され ます。



26

7. 「次へ(N)」を選択してください。

「セ キ ュリティ」パネルが 表示され ます 。

8. ここで接続時にユーザーID、パスワードを要求するかどうかを設定できま

す。ユーザーID、パスワードを要求する場合は、「はい」を、要求しない場

合は、「いいえ」を選択し「次へ」を選択してください。

「セ キ ュリティ」パネルで「は い」を選択した場合は 、ユーザ ー ID、パス ワードを入力す る パネ

ルが 表示され ます。
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9. ユーザーID、パスワードを入力して「次へ」を選択してください。

「他の HTTP デーモン」の パネルが 表示され ます。

10. 他のHTTPデーモンを使用していない場合は、「いいえ」を選んでください。

例え ば 、 WWWサ ーバー（ホームページ・サ ーバー等）として運営してい る 場合は 、 HTTPデ

ーモンの ポート番号が ぶ つ か らないよう調整す る 必要が あ ります 。通常の WWW サ ーバー

の ポート番号は 、80になって い ます。これ とぶ つ か らない よう例え ば 、 5000～65535の ポー

ト番号を指定してください。
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「プログ ラムの 自動実行」パネルが 表示され ます。

11. 「次へ」を選択してください。

12. システム起動時に、「PCリモコン」 サーバーを自動始動させる場合は、

「はい」にマークし「次へ」を選択してください。

「設定内容の 確認」パネルが 表示され ます。
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13. 完了を選択してください。

「導入お よび 保守」の パネルが 表示され ます。

14. 「了解」を選択してください。

これでインストールは完了しました。 システムを再起動させてください。
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Desktop On-Call Version 3 for Windows英語版

英語版の Windows 95/98 又は 、

Windows NT マシ ンをリモートか らコント

ロールした い 場合は 、英語版「 PCリモコ

ン」が、 CD-ROM の ¥english.winディレク

トリーに あ ります の で、以下の 要領でイン

ストールしてください。

注：Windows NT へ イ ンストールす る 場合に は 、 アアアアドドドドミミミミニニニニスススス トトトトレレレレーーーータタタタ 権権権権限限限限のののの ああああ るるるる ユユユユーーーーザザザザ ーーーー で

ログ オ ンしてインストールしてください

1. 「PCリモコン」のCD-ROMを、CD-ROMドライブに挿入します。 インス

トール用のパネルが表示されます。

2. 「English」を選択してください。

3. 「Install」を選択してください。

注：CD-ROMドライバーの 設定で自動挿 入（CD-ROM の 挿 入をWindows に 通知す る オ プ

ション）が 選択され て いな い 場合は 、 -「Ｒｕｎ …」を選択し、

x:¥english.win¥setup.exe（x:は 、実際にメディアを挿入したドライブを指して います。）と入

力し OKを選択してメニューパネルか ら「インストールの 開始」を選択してください。

Install Shield ウィザ ードが 動きます。
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ロゴ パネルが 表示され 「Welcome」パネルが 表示され ます。

4. 「Next」を選択してください。

「Software License Agreement」ダ イアログ が 表示され ます。

5. Software License Agreementに同意する場合は「Yes」を選択します。同意し

ない場合は「No」を選択します。「Yes」を選択した場合は続行します。「No」

を選択した場合は、セットアップは中止されます。
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「Choose Destination Location」パネルが 表示され ます。

6. 表示されているディレクトリーでよければ「Next」を選択してください。

別のディレクトリーにインストールしたい場合は「Browse…」を選択しフ

ォルダを指定してください。

「Security」パネルが 表示され ます。

7. ここで接続時にユーザーID、パスワードを要求するかどうかを設定できま

す。ユーザーID、パスワードを要求する場合は、「Yes」を選択してくださ

い。要求しない場合は、「No」を選択し「Next」を選択して「ID,Password」
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のパネルをスキップしてください。 （インストール完了後も、追加設定、

削除等行えます。）

「Security」パネルで「Yes」を選択した場合は 、「 ID,Password」パネルが 表示され ます。

8. ユーザーID、パスワードを入力して「Next」を選択してください。

「Another HTTP daemon」パネルが 表示され ます。

9. 他のHTTPデーモンを使用していない場合は、「No」を選んで「Next」を選
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択してください。

「Yes」を選択した場合は 、「 HTTP port number」パネルが 表示され ます 。

注： 例えば 、 WWW サ ーバー（Web サ ーバー等の イ ンタ ーネットホームページ サ ーバー）

として運営して い る 場合は 、 HTTPデーモンの ポート番号が ぶ つ か らな いよう調整す る 必要

が あ ります。   通常の WWW サ ーバーの ポート番号は 、80 になっています。これ とぶ つ か

らな いよう、 5000～65535 の ポート番号を指定してください。

10. 「Next」を選択してください。

「Automatic Execution」パネルが 表示され ます。
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11. システム起動時に、「PCリモコン」 サーバーを自動始動させる場合は、

「Yes」にマークし「Next」を選択してください。

「Select Program Folder」パネルが 表示され ます。

12. プログラムを格納するフォルダー名を指定します。よろしければ、「Next」

を選択してください。

「Start Copying Files」パネルが 表示され ます。
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13. 現在の設定を確認してください。よろしければ、「Next」を選択してくださ

い。プログラムのコピーを開始いたします。

「End of installation」パネルが 表示され ます。

14. 「Finish」を選択してください。終了後、システムの再起動が必要です。

これ でインストールは 完了しました。
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Desktop On-Call Version 3 for OS/2英語版

英語版の OS/2 マシンをリモートコントロールする場合は、¥english.os2 にあるモ

ジュールを以下の要領でインストールしてください。

1. 「PCリモコン」のCD-ROMを、

CD-ROMドライブに挿入します。

2. OS/2コマンド・プロンプトを開い

てください

3. x:¥english.os2¥INSTALL.EXEと入

力しOKを選択してください。（x:は、実際メディアを挿入したドライブを

指定します。）

「Desktop On-Call Installation」と「 Welcome」ダ イアログ が 表示され ます。

4. ソフトウェアライセンス同意書に同意する場合は「Continue」を選択しま

す。同意しない場合は「Cancel」を選択します。

「Continue」を選択した場合は 、セットアップが 続行され 、「 Install」パネルが 表示され ます。

「Cancel」を選択した場合は 、セ ットアップは 中止され ます。

5. 「OK」を選択してください。

「Install - directories」パネルが 表示され ます。

6. 「Desktop On-Call」を選択し、表示されているディレクトリーでよろしけ

れば「Install…」を選択してください。別のディレクトリーにインストール

したい場合は、導入先ディレクトリーを入力してください。

ファイ ルの コピーが 開始され ます 。

「Desktop On-Call Setup」パネルが 表示され ます。
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7. 「Next」を選択してください。

「Security」パネルが 表示され ます。

8. ここで接続時にユーザーID、パスワードを要求するかどうかを設定できま

す。　ユーザーID、パスワードを要求する場合は、「Yes」を、要求しない

場合は、「No」を選択し「Next」を選択してください。

セ キ ュリティの パネルで「 Yes」を選択した場合は 、「 ID, Password」パネルが 表示され ま

す。
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9. ユーザーID、パスワードを入力して「Next」を選択してください。

「Another HTTP Daemon」パネルが 表示され ます。

10. 他のHTTPデーモンを使用していない場合は、「No」を選んでください。

例え ば 、 WWWサ ーバー（ホームページ・サ ーバー等）として運営してい る 場合は 、 HTTPデ

ーモンの Port Number が ぶ つ か らな い よう調整す る 必要が あ ります。通常の WWW サ ー

バーの ポート番号は 、80 になって います。これ とぶ つ か らな いよう例え ば 、 5000～65535

の ポート番号を指定してください 。
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11. 「次へ」を選択してください。

「Automatic Execution」パネルが 表示され ます。

12. システム起動時に、Desktop On-Callを自動始動させる場合は、「Yes」にマ

ークし「Next」を選択してください。

「Setting Confirmation」パネルが 表示され ます。
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13. 「OK」を選択してください。

「Installation and Maintenance」パネルが 表示され ます。

14. 「OK」を選択してください。これでインストールは完了しました。 シス

テムを再起動させてください。
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リモートブラウジング専用版

リモート･ブラウジング専用版とは、デスクトップの状態をブラウザで見ることの

できる監視のみ(View only)の機能だけに絞った「PCリモコン」です。セキュリティ

の観点から、監視目的のみ（操作はできない）で使いたい場合にインストールして

ください。なお、インストール後は、設定等一切変更できません。

リモートブラウ ジ ング 専用版の 場合、手の 形の 指示ポイ ンタ ーが マウ ス

ポイ ンタ ーとは 別に 表示され 、 画面の 位置を指し示すことが できます。

日本 語Windows版のインストール

CD-ROMの¥VIEWONLY.WINディレクトリーにあります。インストール手順は、

通常の「PCリモコン」とほぼ同じです。

1. 「PCリモコン」のCD-ROMを、CD-ROMドライブに挿入します。

2. －「ファイル名を指定して実行…」を選択します。

x:¥viewonly.win¥setup.exe（x:は、実際にメディアを挿入したドライブを指

しています。）と入力しOKを選択してください。

3. 15ページのステップ2以降を参照してください。

インストールが 完了す る と「 PCリモコン」  ﾘﾓーﾄ･ﾌ゙ﾗｳｼ゙ﾝｸ゙というメニューが 登録され ます。



43

日本 語OS/2 Warp版のインストール

1. 「PCリモコン」のCD-ROMを、CD-ROMドライブに挿入します。

2. コマンド・プロンプトを開きます。

3. x:¥viewonly.os2¥install.exe（x:は、実際にメディアを挿入したドライブを指

しています。）と入力しEnterを押してください。

4. 24ページのステップ4以降を参照してください。

インストールが 完了す る と「 PCリモコン」  ﾘﾓーﾄ･ﾌ゙ﾗｳｼ゙ﾝｸ゙というアイコンが「 PCリモコン」フ

ォルダ ーに 登録され ます。

i リモート･ブラウ ジ ング 専用版をインストールした場合、インストール後、通常版に 戻したり、設

定を変更す る ことは できませ ん。設定を変更した い 場合は 、一端リモート･ブラウ ジ ング 専用

版をアンインストールし、通常版を再度イ ンストールしてください。



44

    第第第第３３３３章章章章     接接接接続続続続

「PCリモコン」が利用できるネットワークの接続形態には様々なものがあります

が「PCリモコン」の設定としてはネットワーク・カード経由とモデム経由の２種類

に大別することができます。まず、「様々な接続形態」（44ページ）を参照して、お

客様のネットワークの接続形態がネットワーク・カード経由か、モデム経由かを判

定しネットワーク設定を行ってください。

ネットワーク・カード経由の設定は、53ページです。

モデム経由の設定は54ページです。

また、ホスト PCが Windowsの場合は、接続ウィザードを利用すると、ウィザー

ド形式で設定を進めていくことができます。（52ページ参照）



45

様々な接続形態

オフィス PCをリモートコントロール

n アナログ 電話回線を使用しモデム接続

モデム経由の 設定を行ってください。

モデム経由の 設定を行ってください。

n ISDN電話回線を使用しTA(タ ーミナル・アダ プタ )接続

モデム経由の 設定を行ってください。 TA(タ ーミナル・アダ プタ )の 設定は 、 TA(タ ーミナル・ア

ダ プタ )の マニュアルを参照してください。
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n ダ イ ヤルイ ン・アクセ ス・サ ーバー経由で接続

ネットワーク・カ ード経由の 設定を行ってください。

ネットワーク・カ ード経由の 設定を行ってください。

ネットワーク・カ ード経由の 設定を行ってください。

ネットワーク・カ ード経由の 設定を行ってください。
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n イントラネット経由接続

イントラネット経由接続 は 、 ネットワーク・カ ード経由の 設定を行ってください。

ホームPCをリモートコントロール

n アナログ 電話回線を使用しモデム接続

モデム経由の 設定を行ってください。

n アナログ 電話回線を使用しiMacに 内蔵モデム接続

重要：MacをホストPCとしてモデム経由で使用す る に は 、 Apple Remote Access(ARA)な

どの ダ イ ヤルアップ  サ ーバー機能を別途用意す る 必要が あ ります。

Apple Remote Access(ARA)とダ イ ヤルアップ  サ ーバーの 設定に 関して は MacOS情報

フォ ルダ ーの ARAユーザ ーズ ガ イド等を参照してください。
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n ISDN電話回線を使用しTA(タ ーミナル・アダ プタ )接続

モデム経由の 設定を行ってください。 TA(タ ーミナル・アダ プタ )の 設定は 、 TA(タ ーミナル・ア

ダ プタ )の マニュアルを参照してください。

ホームコンピューティング

ホストPC にイ ーサ ネット・ネットワーク・カ ードが 装着して あ れ ば 、 iMac とクロス ケ ーブルで

つなぐことが できます。

ネットワーク・カ ード経由の 設定を行ってください。
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ルータ ー経由の 場合は 、ネットワーク・カ ード経由の 設定を行って ください。

ルータ ー経由で PCと Macを接続の 場合は 、ネットワーク・カ ード経由の 設定を行ってくださ

い。また、ルータ ーを受信可に 設定す れ ば 、下図 の ように 外部か らの リモート・コントロール

も 可能です。
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ISP経由でリモートコントロール

同じインタ ーネット・サ ービス・プロバイ ダ ー (ISP)に 加入して い る 友人 に、インタ ーネット経由

でリモート・アクセ スしてもらうに は 以下の 手順で行うことが できます。

1. インターネット・サービス・プロバイダー(ISP)にログインする。

2. ログインの際、IPアドレスが、アサインされるので、メモする。

3. 友人にそのIPアドレスを電話、e-mail等で知らせる。

4. 友人がブラウザ上でそのIPアドレスを入力し、アクセスする。

i 異なる インタ ーネット・サ ービス・プロバイ ダ ー (ISP)間でも 理論的 に は 接続できる は ず です

が、セ キ ュリティ的観点か ら、 ISP間接続を許して いな いイ ンタ ーネット・サ ービス・プロバイ ダ

ー(ISP)も あ ります。
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家か らイ ンタ ーネット・サ ービス・プロバイ ダ ー（ ISP)に 接続し、インタ ーネット経由で、イント

ラネットに 接続す る ことは 、 ファイヤーウ ォ ールを越え てリモートコントロールを行うこと に な

ります の で、 Desktop On-Call Version 3.0「 PCリモコン」は 、 これ をサ ポートして いませ ん。

この 場合は 、 下図 の ように ファイヤーウ ォ ール内に ダ イ ヤルアップ  サ ーバーを設けて接続

す る ことをお 勧め 致します 。
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ヘルプデスク

様 々 な、OS の ユーザ ーも ブラウ ザ か ら状況を把握し、ヘルプす る ことが できます。

イントラネット環境では 、 ネットワーク カ ード経由の 設定を行ってください。
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接続ウィザード

ホスト PCがWindows 95, Windows 98, Windows NTの場合は、接続ウィザードを利

用することができます。接続ウィザードでは、ホスト PC のネットワーク環境を確

認し、されていなかった場合には、セットアップ方法をガイドします。以下の手順

で操作してください。

1. ホストPCで、 －「ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ」－「PCリモコン」－「接続ウィザード」

を選択してください。

2. パネルの指示に従ってください。
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ネットワークカード経由

ネットワークカード経由の接続では、ネットワークカードの

デバイス・ドライバと TCP/IPプロトコルがインストールされて

いる必要があります。既にイントラネット環境でお使いの PC

に「PCリモコン」をインストールした場合は、特別な設定は必

要ありません。Ping等で TCP/IP レベルの接続ができるかをチェック（F77ぺージ）

してください。

i ファイ ヤーウ ォ ールに つ い て：イントラネットや LANを運営して い る 多くの 企業にとって、セ キ

ュリティの 観点か ら、社内ネットワークと全世界に 広が る イ ンタ ーネットの 間に ファイ ヤーウ ォ

ールを設け る ことは 安全性の 観点 か ら欠くことが できなくなってきて います。ファイ ヤーウ ォ ー

ルの 目的 は 、外部か らの 攻撃や 侵入か ら社内の ネットワークを守る ことです。代表的ファイ

ヤーウ ォ ールの 一つ Proxy サ ーバーは 、社内ネットワーク 内の クライアントに 代わ り 外部サ

ービス と対話しセ キ ュリティ  チ ェックを行いそ れ を社内ネットワーク の クライアントに 転送しま

す。一方、「 PCリモコン」は 、コントロールされ る 側とコントロールす る 側を直接、接続し対話し

ます。これ が、「 PCリモコン」が ファイ ヤーウ ォ ール経由で使えない 大きな理由です。ただ、そ

れ で は 社外か ら社内ネットワークにアクセ ス できない の は 不便な の で、セ キ ュアーされ た 人だ

け が、ファイ ヤーウ ォ ールの 内側にアク セ ス できる「ダ イ ヤルアップ・サ ービス」を行って い る

企業は 多くあ ります。
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モデム経由

モデム経由の接続は、モデム用のソフトウェア、ダイヤルアップネット

ワーク、TCP/IP プロトコルがインストールされている必要があります。

また、電話を待ち受けし PPP接続するには、ダイヤルアップ サーバーを

インストールし、待ち受け状態に設定しておく必要があります。ダイヤルアップ・

ネットワーク部分の接続は、オペレーティング・システムごとにサポート状況が異

なっています。

· ホストPCがWindows 95、Windows98の場合

· ホストPCがWindows NT 4.0の場合

· ホストPCがOS/2 Warpの場合

ネットワークの全体的構成を理解していただくため、まず、Windows 95の場合を

例にとって説明をすすめますので、他のオペレーティング・システムをホスト PC(コ

ントロールされる側)として使用される場合も、Windows 95の場合を一読された上、

各オペレーティング・システムの説明に進んでください。

i ホストPC が MacOS の 場合

重要：MacをホストPCとしてモデム経由で使用す る に は 、 Apple Remote Access(ARA)な どの

ダ イ ヤルアップ  サ ーバー機能を別途用意す る 必要が あ ります。

Apple Remote Access(ARA)とダ イ ヤルアップ  サ ーバーの 設定に 関して は MacOS情報フォ

ルダ ーの ARAユーザ ーズ ガ イ ドあ る い は 、お 使い になって い る サ ーバーソ フトの マニュアル等

を参照してください。
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ホスト PCがWindows 95、 Windows98の場合

上図に沿って手順①～⑤を説明します。

手手手手順順順順①①①①：ホスト PC(コントロールされる側)、ゲスト PC（コントロールする側)に

ネットワーク環境が既にセットアップされているか調べます。デスクトップ上にネ

ットワークコンピュータのアイコン があるか調べてください。もしない場

合は、Microsoft® Windows® 95 ファーストステップガイド 62 ページ 「ネットワ

ークを使えるようにコンピュータをセットアップする」を参照してネットワークを

使えるようにセットアップしてください。

手手手手順順順順②②②②： －「プログラム」－「アクセサリ」のメニューの中に

があるか調べてください。もしない場合は、F 57ページ を参

照して、ダイヤルアップ ネットワークを使えるようにセットアップしてください。
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手手手手順順順順③③③③：ダイヤルアップ サーバーのセットアップをF 59ぺージ「Microsoft® PLUS

ダイヤルアップ サーバーをインストールする」を参照してセットアップしてくださ

い。

手手手手順順順順④④④④：ホスト PC(コントロールされる側)の IPアドレスをF 61ぺージ 「ホスト

PC(コントロールされる側)IP アドレスの指定（Windows 95/98）」を参照してセット

アップしてください。

手手手手順順順順⑤⑤⑤⑤：ゲスト PC（コントロールする側)の IPアドレスをF 62ぺージを「ゲスト

PC（コントロールする側)IPアドレスの指定(Windows 95/98)」参照してセットアップ

してください。

これでネットワークの構築と、IPアドレスの設定が完了しました。TCP/IPレベル

で接続できるか、F 77ぺージ を参照して確認してみましょう。

注：「PCリモコン」 は 、 TCP/IP( Transmission Control Protocol / Internet Protocol )という

プロトコルを使いリモート・コントロールを行うソ フトウ ェアです。 TCP/IPレベルで接続できな

いと、「 PCリモコン」としては 何も できない の で TCP/IPレベルで接続され て い る か チ ェックす

る の は 大切です。

注：TCP/IPとは 、イ ーサ ネットや トークン・リング、 ISDN など、い わ ゆ る 物理層を意味して い

る わ け では あ りませ ん。どの 物理層上でも、 TCP/IPプロトコルが サ ポートされ て い れ ば 、

「PCリモコン」 で接続す る ことが できます。
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Windows 95/98 ダイヤルアップ・ネットワークのインストール

を選択し、「プログラム(P)」を選択し、「アクセサリ」を選択してくだ

さい。「ダイヤルアップ ネットワーク」がありますか？ ない場合は、インスト

ールが必要です。

1. を選択し、「設定(S)」、「コントロールパネル(C)」を選択してくだ

さい。

2. 「アプリケーションの追加と削除」を選んでください。

3. 「Windowsファイル」タブをクリックして、「ファイルの種類」リストボッ

クスの中から「通信」を選択してください。
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4. 「詳細(D)...」を選択してください。

注：Windows 98 の 場合は 、「ファイルの 種類 (C)」リストの 中に ダ イ ヤルアップ  サ ーバーが

含まれ て います。ダ イ ヤルアップ  サ ーバーをインストールす る 場合に は 、チ ェック マークを

付け てください。

5. ダイヤルアップ ネットワークにチェックを付け「OK」を選択してくださ

い。「Windows 95/98 CD-ROMを挿入してください」等の指示がありますの

でそれに従ってインストールを完了させてください。
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Microsoft® PLUS ダイヤルアップ  サーバーをインストールする

MS Plus for Windows 95 からダイヤルアップ サーバーをインストールする。

i ダ イ ヤルアップ  サ ーバー機能は 、マイクロソ フトの 無償ダ ウ ンロード・ページ で提供され て い

る「Windows 95 ダ イ ヤルアップ  ネットワーク 1.3アップグ レード」 (1999年6月9日現在)

に も 含まれ て います。

i Windows 98 の 場合は 、ダ イ ヤルアップ  サ ーバー機能がWindows 98本体に 含まれ て いま

す。 57ページ を参照してください 。

1. MS PLUS for Windows 95 CD-ROMを準備してください。(別途購入する必要

があります)

2. MS PLUS インストールを開始し、「ダイヤルアップ ネットワークネット

ワーク サーバー」を選択してインストールしてください。

3. インストールが完了し、システムを再起動した後「ダイヤルアップ ネット

ワーク」をオープンしてください。

4. 「接続」を選択し、「ダイヤルアップ サーバー」を選択してください。
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5. 「着信する」を選択し、「サーバーの種類(T)」は、「PPP:Windows 95,Windows

NT3.5,インターネット」 (Windows98の場合は「PPP:ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ,Windows NT

Server, Windows98」) を選んでください。「OK」を選択してください。

これでダイヤルアップ サーバーの設定は完了です。
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ホスト PC(コントロールされる側 )IPアドレスの指定（ Windows 95/98）

1. -「設定(S)」-「コントロール パネル(C)」を開きます。

2. 「ネットワーク」を開きます。

3. 「TCP/IP->ダイヤルアップアダプタ」を選択し「プロパティ(P)」を選択し

てください。

4. 以下のIPアドレスを設定するパネルで「IPアドレスを指定(S)」を選んでIP

アドレスを設定してください。
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ゲスト PC（コントロールする側 )IPアドレスの指定 (Windows 95/98)

1. -「プログラム(P)」-「アクセサリ」-「ダイヤルアップ ネットワーク」

を選択してください。

2. 「新しい接続」をクリックし、ウィザードに従ってサーバー接続用のアイコ

ンを作成してください。

3. アイコンの上で右クリックし、作成したアイコンのプロパティを開いてくだ

さい。「サーバーの種類(T)...」を選択してください。

4. 「サーバーの種類(S):」で「PPP: Windows 95, Windows NT 3.5, インターネッ
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ト」（ Windows 98では「PPP: ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ,Windows NT Server,Windows98」）を選

択してください。

注：Windows 95/98では ホスト PC側の 省略時の 設定が、「暗号化パス ワードを使う (E)」に

設定され て います の でゲ スト PC側でも「暗号化パス ワードを使う (E)」をチ ェックしてくださ

い。

5. TCP/IP設定

[ホスト PCがWindows 95/98またはOS/2 Warpのとき] ホスト PCは自動的には

ゲスト PC の IP アドレスを割り当ててくれないので、以下のように[IP アドレス

を指定(P)]をチェックし、ホスト PCと異なるアドレスを入力します。またネーム

サーバーはなくても、指定する必要があるので、[ネームサーバーアドレスを指定]

を選択し、ダミーとして適当な IPアドレスを入れます。OKを押して完了です。
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[ホスト PCがWindows NTのとき] Windows NTは自動的にはゲスト PCの IPアド

レスを割り当ててくれるので、以下のように[サーバーが割り当てた IPアドレス(S)]

をチェックします。またネームサーバーは[サーバーが割り当てたネームサーバーア

ドレス(E)]を選択します。OKを押して完了です。
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ホスト PCがWindows NT 4.0の場合

Windows 95/98 の場合と同様に、電話回線を使ってモデムを介して接続する場

合は、TCP/IPネットワークおよびダイヤルアップネットワークをインストールし

ておく必要があります。ただし、Windows NTの場合は、ダイヤルアップ サーバ

ーはWindows NT本体に含まれています。

1. ネットワーク・コンピュータのプロパティを開き、TCP/IPがインストール

されているか、確認してください。 インストールされていない場合は、「追

加」を選び、「ネットワーク構成ファイルの追加」のパネルでプロトコルを

選び再び「追加」を選択して製造元MicrosoftのTCP/IPをインストールして

ください。

2. F 66ぺージ 「Windows NT 4.0 ダイヤルアップ ネットワークをインスト

ール」を参照してダイヤルアップ ネットワークをインストールしてくださ

い。

3. F 67ぺージ 「ダイヤルアップ着信可に設定する-ホストPC側 (Windows

NT)」を参照してダイヤルアップ着信可に設定してください

4. F 68ぺージ 「IPアドレスの設定-ホストPC側（Windows NT）」を参照して

IPアドレス（ホストPC側）を設定してください。

5. F 69ぺージ 「ダイヤルアップのユーザー指定-ホストPC側（Windows NT)」

を参照してダイヤルアップのユーザー指定を行ってください。

6. F 70ぺージ 「ゲストPC（コントロールする側)IPアドレスの指定(Windows

95/98)」を参照してゲストPC側のIPアドレスを設定してください。

ゲスト PCがWindows 95/98の場合は F 63ぺージ 「5」の「ホスト PCが

Windows NTのとき」を参照してください。

7. -「プログラム(P)」-「管理ツール」-「リモートアクセス管理」を

選択しリモート・アクセス・サービスを開始してください。
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Windows NT 4.0 ダイヤルアップ  ネットワークをインストール

1. -「プログラム(P)」-「アクセサリ」-「ダイヤルアップ ネットワーク」

を選択します。

「ダ イ ヤルアップ  ネットワーク」インストールの パネルが 表示され ます。

2. Windows NT 4.0の CD-ROMを入れて「インストール」を選択してください。

3. モデムがインストールされていない場合は、モデムのインストールが開始さ

れますのでここでモデムを設定してください。

4. 再起動するとダイヤルアップ ネットワークが使用できる状態になります。
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ダイヤルアップ着信可に設定する -ホスト PC側 (Windows NT)

1. －「設定(S)」－「コントロール パネル(C)」を選択し「ネットワー

ク」をオープンしてください。

2. 「サービス」タグをクリックし、「リモートアクセス サービス」を選択して、

「プロパティ(P)...」を選択してください。

3. 「構成(C)...」を選択します。

4. 「着信のみ」又は「ダイヤルアウトと着信」を選択し「OK」を押してくださ

い。
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IPアドレスの設定 -ホスト PC側（Windows NT）

1. -「設定(S)」-「コントロールパネル(C)」を開きます。

2. 「ネットワーク」を開きます。すると以下のパネルが表示されます。

3. 「プロパティ(P)...」を選択してください。 以下の IP アドレスを設定するパ

ネルで「IP アドレスを指定する(S)」を選んで IP アドレスを入力してくださ

い。
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ダイヤルアップのユーザー指定-ホスト PC側（Windows NT)

1. -「プログラム」-「管理ツール(共通)」-「ユーザーマネージャ」を選

択してください。ダイヤルアップでアクセスするユーザーを選び、プロパテ

ィを選択してください。

2. 「ダイヤルイン(I)」ボタンを押してください。

3. 「ユーザーにダイヤルインの許可を与える」にチェックマークを付けてくだ

さい。
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4. 「OK」を押してください。

ゲスト PC(コントロールする )側のIPアドレス指定 (Windows NT)

この設定は、ホスト PCのWindows NTでおこないます。

1. -「設定」-「コントロールパネル」を開きます。

2. 「ネットワーク」を開きます。

3. 「サービス」タグをクリックし、「リモートアクセス サービス」を選択して、

「プロパティ(P)...」を選択してください。

4. 「ネットワーク(N)...」ボタンを押してください。

「ネットワーク の 構成」パネルが 表示され ます。
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5. 「ダイヤルアウトプロトコル」は、TCP/IP を選択し、「サーバーの設定」の

「次のリモートクライアントを許可する」の中の TCP/IPにチックマークを付

け、「構成(C)...」を押してください.

6. 「RASサーバーTCP/IPの構成」は以下の要領で設定してください。

「リモート TCP/IP クライアントにアクセス許可する」は、「このコンピューター

のみ」を選択する。 「静的アドレスプールを使う」を選択する。 「開始アドレス」

「終了アドレス」にはホストＰＣのＩＰアドレスとかち合わないよう設定する。

7. 「OK」を押して終了してください。
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ホスト PCがOS/2の場合

本格的な PPPサーバーとしてダイヤルアップ サーバーを構築するには、Warp

Serverが必要ですが、１対１接続でよい場合は、OS/2 Warp で、PPPでの Peer to

Peer接続が利用できます。ここでは、PPPでの Peer to Peer接続方法を説明します。

OS/2 Warp の場合は、TCP/IP ネットワークがインストールされていれば、「他

インターネット・プロバイダーへのダイヤル」で電話回線を使ってモデムを介し

て接続することができます。

1. 「プログラム」フォルダを開いてください。TCP/IPがインストールされて

いれば「インターネット(モデム)」アイコンがあります。「インターネット

(モデム)」を開くと「他のインターネット・プロバイダーへのダイヤル」

というオブジェクトがあります。ダブルクリックしてオープンしてくださ

い。

2. F 73ぺージ 「OS/2 Warp「他のインターネット・プロバイダーへのダイヤ

ル」設定」を参照してホストPC側/ゲストPC側の設定をしてください。
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3. 「ダイヤル」を選択し、接続してください。

4. TCP/IPレベルで接続できるか、F 77ぺージを参照して確認してみましょう。

OS/2 Warp「他のインターネット・プロバイダーへのダイヤル」設定

ホスト PC(コントロールされる側)、ゲスト PC（コントロールする側）とも同様の

設定をします。ゲスト PC（コントロールする側）の設定で注意が必要な項目は注意

事項として示します。

1. 「項目の追加」を選択します。

「入力項目の 修正」の パネルが 表示され ます。
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2. *名前、説明、ログインID、 (パスワード)、電話番号(ホストPC側の電話番

号を入力)を入力し、接続タイプ PPPを選択します。

3. 接続情報タブをクリックしてください。

4. （ホストPC側）IPアドレス、宛先IPアドレス、ネットマスクを入力します。

*MRUサイズは、1500のままにしておきます。「VJ圧縮」を選択して下さい。

ドメイン・ネーム・サーバーは、サーバーのIPアドレスを入力してくださ

い。

注：ゲ スト PC側の 設定では 、ホスト PC側で設定した、 IPアドレス、宛先 IPアドレス が 逆に

なります。

5. サーバー情報のパネルでは特に入力しなければならない項目はありません。

ブランクのままでもかまいません。
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6. モデム情報のパネルでは、モデム・タイプ、通信ポート、速度を入力して

下さい。ホストPC側では、モードを「応答」にセットしてください。

ゲ スト PCでは 、モードを「ダ イ ヤル」に セ ットしてください
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pingを用いた TCP/IPのチェック

OS/2、UNIX または Windows 95/98 などではコマンド・プロンプトで ping というコマン

ドを使用してネットワーク上で正しく TCP/IP での接続ができるかを調べることができます。

注：正確に は 、 ping は 、 ICMPプロトコルを使って IP間の ネットワーク 接続をチ ェックしてい

ます。

「PCリモコン」 で接続するゲスト PCまたはホスト PCのいずれかのデスクトップ上でコ

マンド・プロンプトを開き、相手方の IP アドレス を ping コマンドで指定します。

下の例では、接続する相手方の IP アドレス は 192.168.1.10 です。

ping 192.168.1.10と入力したコマンドに対し、Reply from 192.168.1.10 ....と相手方のシステ

ムが応答し、TCP/IP で正しく接続できる状態であることが分かります。

下の例では、ping 192.168.1.30と入力したコマンドに対し、Request timed out.とい

うメッセージが帰ってきています。

これは、お互いが正しく TCP/IP で接続できる状態ではないことを示しています。

この 場合に は 、お 使い の シ ス テムの マニュアルなどを参照して、 TCP/IP ネットワーク の 設

定を変更し、上の 例の ように  ping コ マンドで接続が 確認できる ようにならない 限り、 「 PCリ

モコン」  は 機能しませ ん。
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    第第第第４４４４章章章章     機機機機能能能能

リモートコントロール

「PCリモコン」でホスト PC (コントロールされる側)にアクセスする方法は、ブ

ラウザでインターネットのホームぺージにアクセスするのと全く同じです。

ブラウザからの接続

注：ホスト PC（コントロールされ る 側）で、 －「ﾌ゚ﾛｸ゙ﾗﾑ」－「 PCリモコン」－ Desktop

On-Call「PCリモコン」を選択す る とメインパネルが 表示され ます 。「 PCリモコン サ ーバーの

状況」が「待機中」であ る ことを確認してください。

1. ゲストPC（コントロールする側）で、Netscape Communicator 4.0以上や

Internet Explorer 4.0以上などのJavaアプレットが動作するブラウザを起動さ

せてください。

2. 「PCリモコン」 がインストールされているマシンのURLアドレスを入力

してください。

3. ユーザーIDとパスワードを要求するパネルが表示されます。（ユーザーID

とパスワードを要求しないに設定している場合は、表示されません。）
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4. ユーザーIDとパスワードを入力してください。

リモート・コントロールウィンドウ が 開きホスト PCの デス クトップイメージ が 現れ ます。

5. まず をクリックしてみてください。そしてポインターをメニュー

へ移動させると図のように通常、Windowsを使っている通り操作できます。

注：マウ ス 右クリックも 対応して います。

注：Ｍａｃが ゲ スト PC の 場合は 、118ページ の 注意事項を参照して、ブラウ ザ の メモリとシ ス

テムの 仮想メモリを増や してください。
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基本コネクト・モードと拡張コネクト・モード

「PCリモコン」は、複数ウィンドウなどをサポートするためにゲスト PC側のブ

ラウザに、「Javaスクリプト」や「LiveConnect 1.2」のサポートがあることを条件と

しています。（このモードを拡張コネクト・モードと言います）　しかし、その条件

を満たさないブラウザの場合は、基本コネクト・モードでの接続を試みます。

上図は、拡張コネクトモードで接続した場合 ( ホストＰＣは、Windows 98, ゲス

ト PCは iMac MacOS 8.5, ブラウザ：Netscape communicator 4.5) 基本コネクト・モー

ドで接続された場合は、Desktop On-Call Version 2.5と同等のリモート・コントロー

ル画面になります。

基本コネクトモードでは以下の制限事項があります。

· 使用されるブラウザのウィンドウは１つのみです。
· 画面の縮小率は 100% に固定です。拡大縮小は利用できません。

· ファイル転送の機能が利用できません。
· SSL の機能が利用できません(自動的にオフになります)。
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エミュレーションボタン

エミュレーション・ボタンとは、Altキーや Ctrlキーのように、ゲスト PCのブラ

ウザに対して効いてしまうキーや、漢字キーなどのように Javaによってサポートさ

れていないキーで、リモート・コントロールに是非必要なキーを画面の傍らに配置

してサポートしている操作系機能キーのことです。

マウスでクリックすることによって使用することができます。

ボボボボタタタタンンンン（（（（状状状状態態態態 1）））） ボボボボタタタタンンンン（（（（状状状状態態態態 2）））） キキキキーーーー名名名名前前前前 説説説説明明明明

106キーボード

コントロール･キー 一度押すと次に押すキ

ーが Ctrl 状態で押され
ます。

前面(Alt)キー 一度押すと次に押すキ

ーがＡｌｔ状態で押されま

す。

漢字キー

半角/全角キー

変換キー

無変換キー

挿 入( Insert )キー

101キーボード

コントロール･キー 一度押すと次に押すキ

ーが Ctrl 状態で押され
ます。

前面(Alt)キー 一度押すと次に押すキ

ーがＡｌｔ状態で押されま

す。

挿 入( Insert )キー
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NEC PC-98キーボード

コントロール･キー 一度押すと次に押すキ

ーが Ctrl 状態で押され
ます。

前面(Alt)キー 一度押すと次に押すキ

ーが GRPH 状態で押さ
れます。

漢字キー

かなキー

Nferキー

Xfterキー

挿 入( Insert )キー

Mac キーボード

Controlキー 一度押すと次に押すキ

ーがControl 状態で押さ
れます。

Optionキー 一度押すと次に押すキ

ーが option 状態で押さ
れます。

コマンド・キー 一度押すと次に押すキ

ーがコマンド状態で押

されます。

〔２つのキーを同時に押された状態は、サポートされていません。〕
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共通ボタン

拡大 基本コネクト・モードで

は動作しません。

縮小 基本コネクト・モードで

は動作しません。

縮小時のアンチエイリ

アス・オフ

縮小時のアンチエイリ

アス・オン

256 色転送

マウス右/左ボタン切り
替え

マウスボタンが一つし

かないマウスで右マウ

ス･ボタンを使用する場

合にこのボタンで切り

替えることができま

す。）

切断

ファイル転送 基本コネクト・モードで

は動作しません。

注：ホスト PC が Mac の
場合サポートされてい

ません。
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機能制限オプション

機能制限オプションは、ユーザーIDごとに制限したい機能があればチェック・マ

ークを外すことでその機能を制限することができます。

フフフファァァァイイイイルルルル転転転転送送送送：チェックを外すとファイル転送機能を制限できます。

ブブブブララララウウウウザザザザかかかかららららののののキキキキーーーー/ママママウウウウスススス入入入入力力力力：チェックを外すとリモート・コントロールを禁

止できます。

指指指指示示示示ポポポポイイイイ ンンンンタタタタ ーーーーの 表示の みを選択す る と、場所を指示す る 手の 形の ポイ ンタ が 表示され 画

面上の 場所を示すことが できます。マウ ス 左ボタ ンを押すと表示され て い る 手の 角度が 変

わ りより わ か り や すく指し示すことができます。

ププププロロロロパパパパテテテティィィィパパパパネネネネルルルルのののの表表表表示示示示：チェックを外すとリモートコントロール中にプロパテ

ィを変更することを制限できます。
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セッション制御

拡張コネクト・モードで接続した場合、セッション制御パネルが表示されます。

このパネルを終了させると、通信も切断されてしまいますので、パネルが不必要な

ときは最小化してください。このパネルは、リモート・コントロール画面とファイ

ル転送画面の接続、画面の開閉、ユーザー接続などを管理しています。

ログ オ フ：セッションを切断し、選択す る とログ オ フします。

実行：ファイ ル転送ウィンドウ を開きます。
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ファイル転送

サインド・アップレット認証パネル

「PCリモコン」は、サインド・アプレットを用いることにより、ファイルの送受

信をサポートしています。従って、ファイル転送画面を開始すると Javaアプレット

発行者認証パネルが表示されます。「はい」を選らぶと File Transfer(ファイル転送)

の画面が表示されます。

注：この 機能は ＪＤＫ 1.1 以上をサ ポートしたブラウ ザ で、拡張コ ネクト・モードで接続したとき

の み動作します。

この パネルは 、ご使用の ブラウ ザ によって異なります。
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· ドライブ
· 現行ディレクトリー
· ディレクトリー・リスト
· ファイル・リスト
複数の ファイ ルを選択す る に は 「Multiple Select」をチ ェック・マークを付け、ファイ ル名の 上

でクリックします。

親ディレクトリーに戻ります。

現行ドライブのルート・ディレクトリ
ーに戻ります。
再読み込みをします。

すべて選択します。

新しいディレクトリーを作成します。
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ファイルをホスト PCからゲスト PCに転送する。

1. ホストPCのファイルを１つあるいは複数選んでください。

複数選 ぶ に は Multiple Select に チ ェック・マークを付け た 上で ファイル名の 上でクリックして

ください

2. ホストPCからゲストPCを指している矢印ボタン を押してください

ファイルをゲスト PCからホスト PCに転送する。

1. ゲストPCのファイルを１つあるいは複数選んでください。

複数選 ぶ に は Multiple Select に チ ェック・マークを付け た 上でファイル名の 上で クリックして

ください

2. ホストPCからゲストPCを指している矢印ボタン を押してください

ホスト PCからゲスト PCにディレクトリーごと転送する。

1. ホストPCのディレクトリーを１つ選んでください。

2. 矢印ボタン を押してください

ゲスト PCからホスト PCにディレクトリーごと転送する。

1. ゲストPCのディレクトリーを１つ選んでください。

2. 矢印ボタン を押してください

新しいディレクトリーを作る（ホストＰＣ・ゲストＰＣ）

1. 新たに作成したいディレクトリーの親ディレクトリを現行ディレクトリー

にします。その上で現行ディレクトリーフィールトに新しいディレクトリ

ー名を入力してください。

2. 新しいディレクトリーボタン を押してください。
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セキュリティ機能

ユーザーＩＤごとのプロパティの設定

個々のユーザーIDごと、あるいは省略値のプロパティを設定することができます。

1. ホストPCで、 －「ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ」－「PCリモコン」－Desktop On-Call

「PCリモコン」を選択すると「PCリモコン」のプロパティのパネルが表示

されます。

2. 「ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨ」を選択してください。

3. 「ユーザー設定」タブを選択してください。

個々のユーザーID ごとのプロパティを設定する場合は、ユーザーID を選択し、

「ｘｘさんのプロパティの設定」を選んでください。省略値のプロパティを設定す

る場合は、「デフォルト・ユーザーの設定」を選択してください。
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アカウント

· パスワードの有効期限
ユーザ ーID ごとの パス ワードの 有効期限を設定できます。

· グループ
管理者か、一般ユーザ ーか を選 び ます。一般ユーザ ーを選ぶ とリモートコントロール中の プ

ロパティの 変更は できませ ん。

· セッション時間
一回あ たり の セ ッション時間を設定できます。たとえば 、通常の リモートコントロール作業が

３０分で終了す る 場合、セッション時間を 1時間に 設定して お け ば 、万一、セッションをクロー

ズ す る の を忘れ た 場合でも 1時間でセ ッションは クローズ す る の で、より安心です。
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接続

· SSL

SSL 仕様を用い て ホストPC/ゲ スト PC間の データ の 機密性を保証をします。 SSL通信の

オ ン・オ フを設定します。

注：SSL オ ンにした場合、セッシ ョン確立に 通常より 時間が か か ります。

· 自動壁紙解除
自動壁紙解除の オ ン・オ フを設定します。

· 接続表示
接続表示パネルをデフォ ルト最小化に す る か を設定します。
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ゲスト PC

· 主に使用するブラウザ
ブラウ ザ に よって 色の 扱い が 多少異な る た め 、主に 使用す る ブラウ ザ をここで設定できま

す。

· ブラウザ画面の表示色
モノクロ 4階調か カ ラーを選択します。「アイドル時に 256色に す る」を選択す る と、 256色

情報が アイドル検出時に 追加送信され ます。

· 画面の縮小
画面の 縮小比率をあらか じ め 設定す る ことが できます。



94

機能

チ ェック マークを外すことで、以下の 機能を制限す る ことが できます。

· ファイル転送
· ブラウザからのキー/マウス入力

指示ポイ ンタ ーの 使用

· プロパティパネルの表示
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オートアップデート

オートアップデート機能を選択するだけで、ホスト PCの「PCリモコン」が最新

かどうかを判定し、アップデートモジュールが提供されている場合には、適応し最

新に保つことが出来ます。この機能を使用するには、インターネットへ接続してい

ることが条件となります。

省略時の最新モジュール・アドレスは、

http://www.ibm.co.jp/pspj/dtoc/update3です。最新

モジュールを入手し、省略時のアドレスを自社

サーバーなどに変更することもできます。

ホスト PCで、 －「ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ」－「PC

リモコン」―オート・アップデートを選択して

ください。パネルの指示に従ってください。

接続ウィザード (Windowsのみ)

「PC リモコン」は、ブラウザを使ってリモート・コン

トロールするという特長から OS が提供するネットワーク

環境を利用する仕様になっています。このため、OS にネ

ットワーク環境をセットアップする必要があります。接続

ウィザードは、ホスト PC 側のネットワーク環境がセット

アップされているかを確認し、されていなかった場合には、

セットアップ方法をガイドします。

ホスト PC で、 －「ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ」－「PC リモコン」

―接続ウィザードを選択してください。パネルの指示に従

ってください。
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ラウンチ・マップ

ラウンチ・マップ機能は、複数台の「PC リモコン」がインストールされている

PCをグループ管理する場合に便利な機能です。

複数台の PC を、「PC リモコン」を使ってリモート・コントロールする場

合、アクセスするたびに URLあるいは IPアドレスを入力することは、必ず

しも便利とは言えません。 お気に入り(Bookmark など)リストに追加してお

くと簡単にアクセスできますが、いつも使っているブラウザからでなく、例

えば、出張へ行って、誰かのブラウザを借りたときはどうでしょう。アクセ

スするすべての PC のアドレスを正確に覚えていなければなりません。そん

なとき、ラウンチ・マップ機能を利用してアクセスする PC を登録しておく

と便利です。

ここで例を示します。あなたは３台の PCに「PCリモコン」をインストールし、

リモート・コントロールをして管理しています。いつも、最初にアクセスする PC

は「My Main PC」です。ラウンチ・マップは、「My Main PC」の中に存在していま

す。したがって、「My Main PC」のプロパティパネルでラウンチ・マップを選択し

ておけば、「My Main PC」を最初にアクセスすれば、ラウンチ・マップが表示され

ます。

ブラウザから「My Main PC」の URLアドレス www.yamato.ibm.com:6250を入力す

ると下のようなページが表示されます。
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アクセスしたい PC上でクリックしてください。

これなら「www.yamato.ibm.com:6250」に登録しておけば、他の PC のアドレスを

覚えておく必要はありません。

ラウンチ・マップへの PCの登録方法

1. ホストPCで、 －「ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ」－「PCリモコン」－Desktop On-Call

「PCリモコン」を選択すると「PCリモコン」のプロパティのパネルが表示

されます。

2. 「ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨ」を選択してください。

3. 「ﾗｳﾝﾁ･ﾏｯﾌﾟ」タブを選択してください。

4. 「ホストＰＣの動作」の「ラウンチ・マップ」を選択してください。

5. 「追加」を選択してください。

6. ホスト名、URLを入力し「OK」を押してください。

これで登録は完了です。ブラウザから、最初にアクセスした PC ( この例ではMy

Main PC [www.yamato.ibm.com:6250])がブラウザの下方に以下の PCの絵で表現され
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ます。追加登録された PCはブラウザ上方に PCの絵で表現されます。

オート・ラウンチ・マップ

「PCリモコン」は、サブネット内をブロードキャストして自動的に、「PCリモコ

ン」がインストールされている PC をラウンチ・マップとしてリストアップする機

能が付きました。ブロードキャストするサブネットは、現サブネット以外にも指定

することが出来ます。

注：Macホストは リストされ ませ ん。

オート・ラウンチ・マップの設定方法

1. ホストPCで、 －「ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ」－「PCリモコン」－Desktop On-Call

「PCリモコン」を選択すると「PCリモコン」のプロパティのパネルが表示

されます。

2. 「ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨ」を選択してください。

3. 「ﾗｳﾝﾁ･ﾏｯﾌﾟ」タブを選択してください。

4. 「ホストPCの動作」の中から「オート・ラウンチ・マップ」を選択してく

ださい。

5. 「OK」を押してください。これで完了です。
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追加サブネットの指定方法

この 入力フィールドに 追加でブロードキ ャストす る サ ブネットの 指定ブロードキ ャストアドレス

を入力し 追加ボタ ンを押します 。
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指定ブロードキャストアドレスの算出方法

このパネルで指定するブロードキャストアドレスは、自動ラウンチ・マップに表

示したいホストＰＣのＩＰアドレスとサブネットマスクの２つより、以下の方法で

算出します。

ブロードキャストアドレス  = サブネットアドレス  OR ブロードキャスト用ホストアドレス

サブネットアドレス  = ホストＰＣのＩＰアドレス  AND ホストＰＣのサブネットマスク

ブロードキャスト用ホストアドレス  = すべてのビットが１のホストアドレス

= NOT サブネットマスク

注： AND は 論理積、OR は 論理和、NOT は １の 補数を表します。

具体例を見てみましょう。ホストＰＣのＩＰアドレスが 192.168.3.16 でサブネッ

トマスクが

255.255.254.0の場合、

サブネットアドレス = 192.168.2.16 AND 255.255.254.0

= 192.168.2.0

ブロードキャスト用ホストアドレス  = NOT 255.255.254.0

= 0.0.1.255

ブロードキャストアドレス  = 192.168.2.0 OR 0.0.1.255

= 192.168.3.255

となります。
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オリジナル・ラウンチ・マップ

実際のオフィスや教室などにより適合した HTMLファイルを用意し、「PCリモコ

ン」のラウンチ・マップとして用いると、ターゲットとする PC を実環境に近い形

で見つけ出しリモート・コントロールすることができます。

「PC リモコン」には、サンプルのオリジナル・ラウンチ・マップ HTML ファイ

ルが用意されています。以下の手順で実際にサンプルのオリジナル・ラウンチ・マ

ップ HTMLファイルを試してみることができます。

1. ホストPCで、 －「ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ」－「PCリモコン」－Desktop On-Call

「PCリモコン」を選択すると「PCリモコン」のプロパティのパネルが表示

されます。

2. 「ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨ」を選択してください。

3. 「ﾗｳﾝﾁ･ﾏｯﾌﾟ」タブを選択してください。

4. 「オリジナル・ラウンチ・マップ」を選択してください。

5. 「指定」を選択してください。
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6. 「ファイル名」の入力フィールドに、

samples¥mapsamp.htm と入力して「OK」を押してください。

7. 「PCリモコン」のプロパティパネルの「ＯＫ」あるいは、「適用」を選択

してください。ホストPCでの設定はこれで完了です。ブラウザからアクセ

スしてください。次のページが表示されます。

このサンプルでは、地図にレイアウトされたサイトの教室やオフィスのページを

開き、そこに配置されている PC にアクセスし、リモート・コントロールを行うと

いうシナリオになっています。「A 事業所 教室」をクリックすると、教室サンプル



103

のページが表示されます。

PC上にマウスポインターを置いてクリックしてください。アプレットがダウンロ

ードされ、ユーザーID,パスワードを入力するとリモート・コントロール画面になり

ます。

（この例では、すべての PCの絵は、その PC自体（ここの例ではMy Main PC）

にリンクされています。）

この教室サンプルの下方に「メインマップ」ボタンがありますので、スクロール

し、「メインマップ」を選択し最初の地図のページに戻ってください。
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次に、「B事業所オフィス」をクリックしてください。

これは、オフィスの例です。

各スタッフの PCや、サーバー室にあるサーバーPCにアクセスできます。

（この例でも、すべての PCの絵は、その PC自体（ここの例ではMy Main PC）

にリンクされています。）

「メインマップ」を選択し最初の地図のページに戻ってください。

次に、「B事業所 組織図」をクリックしてください。
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これは、組織図を使った例です。

（この例でも、すべての PCの絵は、その PC自体（ここの例ではMy Main PC）

にリンクされています。）

カスタマイズした HTMLファイルをラウンチ・マップとして用いるとお客様の実

環境に合致したリモート・コントロール環境が臨機応変に構築できることがご理解

いただけたと思います。

このサンプル HTMLのリンク先を別のアドレスに割り当てるには、

HTMLソースコードの以下の部分を書き換えてください。
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<AREA shape="rect" coords="2,1,3,1" href="/index.htm">

      -->"http://2ndpc.dtoc.vvv.com"

<AREA shape="rect" coords="3,2,1,2" href="/index.htm">

      -->"http://3ndpc.dtoc.vvv.com"

<AREA shape="rect" coords="1,2,2,2" href="/index.htm">

      -->"http://4ndpc.dtoc.vvv.com"

/index.htmは、その PC自体（ここの例ではMy Main PC）を意味しています。

これを、例えば、http://2ndpc.dtoc.vvv.com など、実際の URL あるいはＩＰア

ドレスに書き直してください。

新規作成した HTMLをラウンチ・マップに割当てる

新規にお客様の実環境に適合した HTML を作成するには、ホームページ作成ツー

ル「ホームページ・ビルダー」などを使って作成してください。

以下の手順にしたがって、ラウンチ・マップ･HTMLファイルとして割当ててくだ

さい。

1. 作成した全てのファイルを、「PCリモコン」がインストールしてあるディ

レクトリー（通常は、C:¥Program files¥IBM¥desktop on-call）の下にコピー

してください。

注：Mac版では 、 Desktop On-Callフォ ルダ ー中の programs サ ブフォ ルダ ー以下に コ ピー

してください。

2. ホストPCで、 －「ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ」－「PCリモコン」－Desktop On-Call

「PCリモコン」を選択すると「PCリモコン」のプロパティのパネルが表示

されます。

3. 「ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨ」を選択してください。

4. 「ﾗｳﾝﾁ･ﾏｯﾌﾟ」タブを選択してください。

5. 「ｵﾘｼﾞﾅﾙ･ﾗｳﾝﾁ･ﾏｯﾌﾟ」を選択してください。
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6. 「指定」を選択してください。

7. 「ファイル名」の入力フィールドに、作成したHTMLファイル名を入力し

て「OK」を押してください。

8. 「PCリモコン」のプロパティパネルの「OK」あるいは、「適用」を選択し

てください。これで完了です。

リモートブラウジング専用版

リモート･ブラウジング専用版とは、デスクトップの状態をブラウザで見ることの

できる監視のみ(View only)の機能だけに絞った「PCリモコン」です。セキュリティ

の観点から、監視目的のみ（操作はできない）で使いたい場合にインストールして

ください。なお、インストール後は、設定等一切変更できません。

リモートブラウ ジ ング 専用版の 場合、手の 形の 指示ポイ ンタ ーが マウ ス

ポイ ンタ ーとは 別に 表示され 画面の 位置を指し示すことが できます。
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ゲスト PCから入力可能なイベント

マウス

· 全てのマウスイベント。
Alt キ ーを押しな が らの マウ ス イ ベントは サ ポートされ ませ ん。

キーボード

直直直直接接接接入入入入力力力力ででででききききるるるるキキキキーーーー

· アルファベット(AからZ)(aからz)

· 数字(0から9)

· シンボル(!"#$%&'()*+,-./:;<=>?@[¥]^_`{|}~)

· Function キー (F1～F12、あるいはCtrl+1～0,-,^を使用した代用入力)

· スペシャルキー (Enter, BackSpace, Delete, Home, End, PageUp,

PageDown, Left, Right, Up, Down, Esc, Tab, Space)

エエエエミミミミュュュュレレレレーーーーシシシショョョョンンンン・・・・キキキキーーーーにににによよよよっっっってててて入入入入力力力力ででででききききるるるるキキキキーーーー

· Alt, Ctrl, Insert, 変換, 無変換, 半角/全角 ,漢字,

· XFER, NFER, GRAPH, カナ(ホストＰＣがPC98の時のみ)

· Option, Control, command(ホストＰＣがMacの時のみ)

(2 つ の キ ーを同時に 押すコンビネーシ ョンは サ ポートして いませ ん )

出力可能な画面モード

ディスプレイ

以下のディスプレイ・モードで動作しているホスト PC をリモート・コントロー

ルできます。

· 640x480, 800x600, 1024x768, 1280x1024, 1600x1200画素

· 16色, 256色, 32K色, 64K色, 16M色

上記のモードをカラー/モノクロ４階調に色調整してゲスト PC側に送られます。
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カラーの 場合は 、16色が 転送され ます 。256色情報を追加転送す る に は 、「強制 256色転

送」アイコンを押す か、プロパティ・パネル「アイドル時に 256色に す る」を選択してください。

機能一覧

☆：新機能   ◎：機能強化

リモート・コントロール ゲスト PC (コントロールする )側Webブラウザへ Javaアプレ
ット（コントロール・プログラム）を接続時にダウンロード。

画面縮小機能(縮小時、画像アンチエイリアシング処理オ
プションあり )
画面色モード：白黒４階調、 16色、 256色追加転送
◎エミュレーション・ボタン：

(共通ボタン:拡大、縮小、アンチエイリアシング ON/OFF、
256 色転送、マウス右/左切替、切断、ファイル転送 )
(106/109 キーボード:Alt、 Ctrl、 Ins、漢字、全角 /半角、変換、
無変換)
(101/104キーボード(英語版使用時): Alt、 Ctrl、 Ins)
(NEC 98キーボード: Ctrl、 GRPH、漢字、かな、 NFER、 XFER、
Ins)
☆(Macキーボード: control、 option、コマンド・キー )
◎拡張コネクト・モード：セッション制御パネル、リモート・コ

ントロール・ウィンドウ (エミュレーション・ボタンを別枠表
示)、ファイル転送ウィンドウ
◎基本コネクト・モード：同一 Web ブラウザ内リモート・コン
トロール。画面縮小機能なし、ファイル転送なし

自動始動：OS のブートと同時に接続待ち状態可（ Windows
NT ログオン対応）
自動壁紙解除：接続中のみ壁紙を解除。(Windowsのみ)

セキュリティー機能 ユーザーID、パスワード (独自暗号化)
☆ SSL 通信 ( 全通信デ ー タ を 暗号 化 )オ プション
ON/OFF(Macintoshなし )
☆ユーザーIDごとのアクセス権限設定
管理者：プロパティーの変更権限あり

一般ユーザー：ファイル転送機能の許可・非許可 (指示ポ
インター使用可)
☆パスワードの有効期限設定

☆一回のセッションに制限時間を設定

アクセスできる IPアドレスを制限する機能
ホスト PCからの強制切断
アクセス・ログ
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ファイル転送機能

(Macintoshなし )
◎サインド・アプレットによりファイルの送受信が可能

◎複数ファイル、ディレクトリーごとの送受信が可能

ラウンチ・マップ機能 ホスト PCにアクセスすると、登録済み PCの一覧が表示さ
れ、その中の PC の絵をクリックすることでアクセスできる
機能。 PCをラウンチ・マップに登録するには、名前、 URL を
設定する。

☆オート・ラウンチ・マップ：サブネット内にブロードキャスト

し、ホスト PCのリストを表示、クリックすることで単間にアク
セス。他サブネットの追加も可。 (Macintoshなし )
オリジナル・ラウンチ・マップ：オフィスやサーバールームの

レイアウトをホームページ・ビルダー等の HTML エディター
で作成しラウンチマップとして利用することができる機能

（サンプルのオリジナル・ラウンチ・マップ：メイン・マップ、

教室マップ、オフィス・マップ、組織図 マップ）

オート・アップデート機能 ☆ホスト PCの「 PCリモコン」が最新かどうかを判定し、アッ
プデート・モジュールが提供されている場合には、それを

適用して最新に保つことが可能。 (Macintoshなし )
接続ウィザード機能 ☆ホスト PC側のネットワーク環境がセットアップされている

かを確認し、されてい場合には、セットアップ方法をガイド。

(Windowsのみ)
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    第第第第５５５５章章章章     設設設設定定定定パパパパネネネネルルルル
この章では、ホストＰＣで設定可能なパネルについて簡単に説明します。

メインパネル

接続中

待機中

休止中

接続許可を押す

ブラウザからアクセ

スがあり、セッション確

立。

「閉じる」を押す

とこのパネルを閉じ

ます。パネルは閉じ

ても「PC リモコン」

は終了しません。
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プロパティパネル

ホスト PC設定

自動始動

選 択す る と、コンピュータ の 起動と同時に「 PCリモコン」待機中状態にします。

HTTPサーバー

ホストPC の ポート番号を設定す る ことが できます。通常、インターネットの ホームページ な

どにアクセ ス す る 場合の ポート番号は 80 です。

ホストPCをインタ ーネット・ホームページ・サ ーバーとして使用して い る 場合は 、ポート番号

が 重複してしまいます。これ を避け る た め 「 PCリモコン」初期アク セ ス 用の ポート番号を

(5000-65535)指定します。 例え ば 、 5000を指定した場合は 、 IPアドレス の 後に  :5000を付

け てアクセ スします。

アクセスを許す IPアドレスを設定

ホストPCにアクセ ス できる IPアドレス を制限した い 場合、この リストに 許可す る IPアドレス

を指定す る ことが できます。「 IPアドレス を以下で始まる も の に 制限す る」を選択し、アクセ ス
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を許す IPアドレス を「追加」す る ことにより、その 他の IPアドレス か らの アクセ ス を制限でき

ます。

例1：アクセ ス を許す IPアドレス を、 10.10.10.1, 10.10.10.2,10.10.10.3の ３つに 制限す る。

３つの 全て の IPアドレス を入力し「追加」ボタンを選択してリストに 追加してください。

例 2：10.10.10.1～10.10.10.255 の IPアドレス の みアクセ ス を許す。

10.10.10と入力し「追加」ボタンを選択してリストに 追加してください。

ユーザー設定

「セ キ ュリティチ ェックしない」を選んだ 場合、ログ オ ン・パネルは 表示され ず、リモートコント

ロール画面になります。

「セ キ ュリティチ ェックす る」を選んだ 場合、必ず 1 つ 以上の ユーザ ーIDを登録してください。

個々 の ユーザ ーID ごと、あ る い は 省略値 の プロパティを設定す る ことができます。

個々 の ユーザ ーIDごとの プロパティを設定す る 場合は 、ユーザ ー IDを選 択し、「ｘｘさんの プ

ロパティの 設定」を選んでください。省略値 の プロパティを設定す る 場合は 、「デフォ ルト  ユ

ーザ ーの 設定」を選択してください。
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アカウント

· パスワードの有効期限
タイトル・バーのユーザーID のパスワードを設定することができます。「パスワ

ードに有効期限を設定する」を選択し、期日を入力してください。

· グループ
「管理者」あるいは、「一般ユーザー」を選択します。管理者は、リモートからプ

ロパティの変更を行う権限を可に設定できます。

· セッション時間
一回のセッションに制限時間を設定できます。「制限する」を選択し制限時間を選

んでください。
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接続

· SSL

選 択す る と SSL通信が ON に なります。

· 自動壁紙解除
壁紙が設定されていると、壁紙イメージを毎回送るので通信データ量が増えます。

「壁紙を自動解除する」を選択するとリモートコントロール時に壁紙を解除します。

· 接続表示
「接続表示ウィンドウを最小化」を選択するとリモートコントロール開始時、接

続表示ウィンドウを最小化状態で表示します。
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ゲスト PC

· 主に使用するブラウザ
ブラウ ザ に よって、色が 不自然なことが あ ります。その 場合、主に 使用す る ブラウ ザ の リスト

か ら適合す る と思わ れ る も の を選 んでください。

· ブラウザ画面の表示色
「カラー」が 選択され て い る と、画面の 色は 16色に 減色され てブラウ ザ に 転送され ます。「ア

イドル時に 256 色に す る」を選択す る と、マウ ス 入力、キ ー入力、画面変化が 検出され な い

アイドル状態にな る と、 256色情報が 追加転送され ます。

· 画面の縮小
コントロールす る 側の 画面の 方が 狭い 場合、画面を縮小す る と（ブラウ ザ 下方の  を選 択す

る と縮小します。）全体が ブラウ ザ 内に 入り 操作しや すくなります。しかし、単純に 縮小す る

と文字等が つ ぶ れ て 読め なくなってしまいます。「アンチ エ イリアス をか け る」を選択して おく

とより滑らか に 縮小され 見や す い 画面になります。
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機能

· ファイル転送
チ ェック･マーク を取る と、ファイル転送は 禁止され ます。

· ブラウザからのキー/マウス入力

チ ェック･マーク を取る と、リモートからの 一切の 操作は できなくなります。監視の みの 機能と

なります。

指示ポイ ンタを選択す る と、手の 形の も う一つ の ポイ ンタを表示し位置を指示できます。

· ブロパティパネルの表示
リモートか ら「 PCリモコン」の プロパティーを変更され たくない 場合、この チ ェック･マークを取

ります。
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ラウンチマップ

ホストPC の 動作

リモートコントロール：ラウ ンチ マップを表示 せ ず、直接リモートコントロールを開始す る 。

ラウ ンチ・マップ：標準の ラウ ンチ ・マップを表示す る。

オ ート・ラウ ンチ・マップ：オ ート・ラウ ンチ・マップを表示す る。

オ リジ ナル・ラウ ンチ・マップ：オ リジ ナル・ラウ ンチ・マップを表示す る。

アクセスログ

アクセ ス・ログ を表示す る。
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    第第第第６６６６章章章章     注注注注意意意意事事事事項項項項
この章では、「PC リモコン」を使用する上で、ヒントとなる技術情報、トラブル

回避方法などを説明します。

技術情報

ゲストＰＣが Mac OSで使用するとき

ブラウザのメモリー必要条件を変更する

1. ブラウザのアイコンを選択する

2. 「ファイル」を選択する

3. 「情報を見る」-「メモリ」を選択する

4. 最小サイズ、使用サイスをそれぞれ、8000K～12000Kにセットしてくださ

い。

仮想メモリを増やす

1. 「コントロールパネル」-「メモリ」を選択する。

2. 仮想メモリを「入」を選択し 100Ｍ以上の十分なサイズを指定してくださ

い。

Internet Explorer

Mac OS付属の Internet Explorerで使用するときは、RMJ( Mac OS Runtime for JAVA)

をインストールしてください。最新のMRJ2.1.1以上をお使いください。

Netscape Communicator

システムフォルダの中の機能拡張フォルダに Netscape Communicator 付属の Java

Accelerator for PowerPCをドラグ&ドロップで入れてください。
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マルチ･ディスプレイについて

Windows 98 のマルチ･ディスプレイ機能は、「PC リモコン」は、サポートしてい

ません。

全画面表示のセッションに行ってしまった時の対処方法

「PCリモコン」は全画面表示をサポートしていません。全画面表示になってしま

ったときは、以下の方法で対処してください。

Windows 95/98 おおおおよよよよびびびび Windows NTのののの場場場場合合合合

Alt + Enterを押してください。

OS/2 Warpのののの場場場場合合合合

Ctrl + Escを押してください。

ゲストＰＣから日本語入力をする

ゲストＰＣの日本語入力システムをオフにしてください。

ホストＰＣコントロール画面にあるホストＰＣ側のデスクトップの日本語入力シ

ステムをオンにしてください。

ホストＰＣ側日本語入力のオン／オフの切り替えは、ホストＰＣ・コントロール

画面の[漢字]エミュレーション・キーをクリックすることにより行うことができます。

ホストＰＣが OS/2 Warp 3.0 上で動作している場合、ローマ字モードをオンにす

るには、コマンドプロンプトから [setroman on] と入力します。ローマ字モードをオ

フにするには [setroman off] と入力します

リモートから漢字入力をしている場合、エミュレーション・キーの変換を用いる

よりスペースキーを変換キーとして用いると便利です。（ただし、お使いになってい

るかな漢字変換プログラムによっては、スペースキーが変換に割り振られていない

場合もあります。）

リモートからディスプレイ･モードの変更は避ける

ディスプレイモードのブラウザからの変更はテスト用ビットマップの表示がうま
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くでないことがあります。また回線スピードの関係で、ダイアログからの問いに対

してタイムアウトで答えられないこともありますので、あまりお勧めできません。

ブラウザに表示される画面に縦横の色むらが表示される

「PC リモコンのプロパティ」の「ゲスト PC」ページで設定する「主に使用する

ブラウザ」として、現在使用中のブラウザが正しくセットされていますか。これが

異なる場合には、色むらが発生する場合があります。なお、この設定を変更した場

合には、ブラウザから再ログオンしてください。Netscapeを 16色や TRUEカラーで

使用している場合は、その他を選択してください。

「既にユーザーXXXXにコントロールされています」と表示される

ゲストＰＣ側のブラウザのリロードボタンを押すと、「このマシンは既にユーザ

ーXXXX にコントロールされています。」と表示されてしまう場合は 再度リロード

ボタンを押してください。

「 TCP/IPがインストールされていません」と表示される

Windows 95/98 あるいは NT に TCP/IP が正しくインストールされていません。

Windowsのマニュアルに従って、TCP/IPを正しくインストールして下さい。

「 DHCPサーバーと接続できない」「 IP Address を取得できない」と表示される

「PCリモコン」は、DHCP サーバーから IP アドレスを動的に割り振られる環境

でも正しく動作します。しかし DHCPサーバーが正しく動作していなかったり、も

ともと DHCPサーバーがないのに DHCP サーバーから IP アドレスを取得する設定

になっている場合に、「PCリモコン」 を起動したとき、以下のエラーメッセージが

表示されることがあります。

「DHCP サ ーバーと接続できませ ん。 IPアドレス を指定して 下さい。詳しくは マニュアルを参

照して 下さい。」  あ る い は 「PCリモコン」  の メイン画面の  URL アドレス 欄に、「 IP Address

を取得できませ ん。」

DHCP サーバーがないのに DHCP サーバーから IP アドレスを取得する設定にな

っていませんか。以下をチェックしてください。
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Windows 95/98 の場合：

「コントロールパネル」 -> 「ネットワーク」 -> 「ネットワークの設定」 ->

「TCP/IP」 -> 「IP アドレス」の設定が「自動的に IPアドレスを取得」になってい

ませんか。

Windows NT の場合：

「コントロールパネル」 -> 「ネットワーク」 -> 「プロトコル」 -> 「TCP/IP」

-> 「IP アドレス」の設定が「DHCPサーバから IPアドレスを取得する」になって

いませんか。

これらが設定されていて、ダイヤルアップでプロバイダに接続していない、DHCP

サーバーが無効であるなどの場合、サーバーに IP アドレスが割り振られていない

ため、このようなメッセージが表示されます。 正しく IP アドレスがセットされて

いる環境でご使用ください。

ブラウザに URLを指定しても反応がない

「PCリモコンサーバーの状況」が「待機中」になっているか確認してください。

「 Java.Lang.OutofMemoryError」  と表示して止まる

ゲスト PC側のマシン上でホスト PC画面を表示するための十分なメモリが確保で

きていません。次のいずれかの方法を試してみてください。

l ゲスト PCマシンのスワップ領域 (Windows 95/98 の場合はＣドライブの残り容

量) をハードディスク上に十分に確保する。

l ゲスト PC マシンの画面モードが 32K 色表示モード以上の場合は、256 色表示

モードにする。

l ホスト PCマシンの画面解像度を落とす。

l ゲスト PCマシンのメモリを増設する。

IE使用時、スクロール・バーを使用すると画面表示が乱れることがある。

もう一度、スクロールし直す。あるいはブラウザのウィンドウを一端最小化し、
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復帰させて画面を更新させてください。

動画再生ウィンドウが正しく表示されないことがある

QuickTime などの動画再生プログラムによって表示される動画エリアが正しく表

示されないことがあります。

その他、最新情報は、Readme.txt 又はホームページを参照してください
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用語集

SSL Secure Socket Layer
エミュレーション・ボタン AltキーやCtrlキーなどゲスト PC側で機能

してしまうキー、漢字キーなど Javaで
サポートされていないキーをボタンとしてサポートしたもの

オート・アップデート Desktop On-Callのホームページに最新モジュール
を用意しています。この機能により最新かを確かめ、

最新モジュールを適用することができます。

オート・ラウンチ・マップ サブネット内をブロードキャストし、自動的に

「 PCリモコン」がインストールされたマシン
のマップを作る機能

オリジナル・ラウンチ・マップ 標準ラウンチ・マップの代わりに、自ら作成した HTML
をラウンチ・マップとして使用する機能。

拡張コネクト・モード 拡張機能（複数ウィンドウ、ＳＳＬ通信、ファイル転送）

を使用できるモード。 Javaスクリプト 1.2、 LiveConnect、
JDK 1.1 以上が必要

基本コネクト・モード リモートコントロールのみのモード

ゲスト PC コントロールする側のマシン。Ｊａｖａブラウザが必要。

接続ウィザード Windowsのネットワーク設定のお手伝いをします。
ネットワークカード経由 イーサネットやトークンリングのようなネット

ワークカードを経由してリモートコントロールを行う

ホスト PC 「 PCリモコン」がインストールされ、コントロールされる側のマシン。
モデム経由 モデムを経由してリモートコントロールを行う

ラウンチ・マップ 複数の「PCリモコン」がインストールされたマシン
にアクセスする際、マシンをマップ上に配置し

アクセスしやすくしたマップ機能

リモート・ブラウジング専用版 ホストＰＣの画面を見るだけで、操作できないバージョン

指示ポインター 手の形のもう一つのポインターで位置を指し示すことができます。

指定ブロードキャストアドレス オート・ラウンチ・マップで現サブネット以外に

指定ブロードキャスト・アドレスを追加することによって、

ブロードキャストするサブネットを追加することができます。
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商標

IBM, Aptiva, ThinkPad, OS/2, Desktop On-Call、PCリモコン、ホームページ･ビルダ

ーは、IBM Corp.(米国)の商標です。

Javaは、Sun Microsystems, Inc(米国）の商標です。

Apple, Mac, Macintosh, PowerMac は、Apple Computer Inc, (米国）の商標です。

UNIXは、X/Open Company Limitedがライセンスしている米国ならびに他の国に

おける商標です。

Microsoft, Windows, Windows NTは、Microsoft Corp.(米国)の商標です。

製品名または会社名は、それぞれ各社の商標または登録商標です。

この「プログラム」は、RSA Data Security, Inc. からライセンスされた機密保護技術を含んでいます。

この技術は、以下の著作権表示とともに同社からライセンスされたソフトウェアにより提供されます。

Copyright (c) 1998 RSA Data Security, Inc. All Rights Reserved.
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特記事項

本書で言及される IBM*製品、プログラム、またはサービスのなかには、日本で発

売されていないものも含まれます。このことは、弊社がこれらの IBM製品、プログ

ラム、またはサービスを、日本で発売する意図があることを示すものではありませ

ん。

本書で、IBM製品、プログラム、またはサービスに言及している部分があっても、

該当製品、プログラム、またはサービスのみが使用可能であることを意味するもの

ではありません。これらに代えて、IBM の知的所有権を侵害することのない、機能

的に同等の製品、プログラム、又はサービスを使用することができます。ただし、

IBM によって明示的に指定されたものを除き、これらの製品、プログラム、または

サービスの評価および検査はお客様の責任で行っていただきます。

本書で解説される主題について IBMがその特許権（特許出願を含む）を所有して

いることがあります。本書は、これらの特許権について、本書で明示されている場

合を除き、実施権、使用権等を許諾することを意味するものではありません。実施

権、使用権の照会は、下記の宛先に書面にて行ってください。

〒106-8711

東京都港区六本木 3-2-31

IBMワールド アジア トレードコーポレーション

コマーシャル リレーションズ


